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「どうなる今冬の灯油?」 
不当な値上げを許さず、安定供給を求める運動を 
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■地域別石油消費量の推移 

カナダ 230（3.2） 

メキシコ 332（4.6） 

中国 364（5.1） 

イギリス　ノルウェイ 
438（6.1）　　 

サウジアラビア 
944（13.2） 

イラン 
388（5.4） 

アラブ首長国連邦 
247（3.4） 

クウェート 243（3.4） 

ベネズエラ 213（3.0） 

イラク 184（2.6） 

リビア 164（2.3） 

その他OPEC諸国 
552（7.7） 
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（ドル／バレル） 
■原油価格の推移 
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原
油
価
格
は
2
0
0
3
年
の
イ
ラ
ク

戦
争
以
降
、
異
常
な
高
騰
を
続
け
、
今

年
8
月
に
は
最
高
値
を
更
新
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
若
干
下
落
し
、
一
定
の
落
ち

着
き
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
3
年
前
と

比
較
す
る
と
1
バ
ー
レ
ル（
1
5
9
㍑
）

あ
た
り
25
〜
30
ド
ル
高
い
価
格
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
 

 　
こ
の
要
因
と
し
て
次
の
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
 

 

 

1  

ア
メ
リ
カ
や
中
国
の
需
要
の
増
加
 

　
世
界
の
石
油
需
要
は
、
ア
メ
リ
カ
の

こ
の
間
の
好
景
気
に
よ
る
需
要
増
や
、

中
国
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ジ
ア
の
需
要

増
な
ど
が
あ
り
、
最
近
は
飛
躍
的
に
伸

び
て
き
て
い
ま
す
（
特
に
中
国
は
大
幅

な
増
加
）。
 

　
世
界
全
体
の
消
費
量
の
う
ち
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
で
3
割
を
占
め
、
2
 

0
1
0
年
ま
で
の
原
油
需
要
の
増
加
の

半
分
は
中
国
を
含
め
た
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
で
占
め
る
と
予
測
さ
れ
、
今
後

も
世
界
全
体
の
需
要
増
加
傾
向
は
続
く

と
み
ら
れ
ま
す
。
 

           

 

2  

産
油
国
の
政
情
不
安
 

　
需
要
の
増
加
に
対
し
て
、
供
給
面
に

は
不
安
が
あ
り
ま
す
。
03
年
の
イ
ラ
ク

戦
争
後
、
イ
ラ
ク
（
O
P
E
C
第
5
位

の
産
油
国
）
の
原
油
生
産
量
は
減
少
し

て
お
り
、
イ
ラ
ン
（
同
第
2
位
）
も
核

開
発
問
題
か
ら
国
連
制
裁
決
議
の
対
抗

策
と
し
て
輸
出
を
制
限
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
 

　
私
た
ち
岩
手
県
民
に
と
っ
て
灯
油
は

生
活
必
需
品
。
だ
か
ら
「
公
共
料
金
と

同
じ
よ
う
な
視
点
で
決
め
る
べ
き
で
あ

る
」
と
主
張
し
、
適
正
価
格
で
、
安
定

的
に
供
給
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
規
制
緩
和
・
市
場
競
争

主
義
の
中
で
、
4
グ
ル
ー
プ
化
し
た
石

油
元
売
会
社
は
、
原
油
価
格
の
高
騰
を

口
実
に
、
生
産
（
在
庫
）
や
価
格
調
整

を
は
か
り
、
灯
油
価
格
を
吊
り
上
げ
高

値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
ま
ま
で
は
今
冬
の
灯
油
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
?
 

　
岩
手
の
生
協
は
、
こ
う
し
た
灯
油
を

め
ぐ
る
情
勢
を
学
び
・
知
ら
せ
、
一
人

で
は
力
の
弱
い
消
費
者
が
ま
と
ま
り
の

力
で
不
当
な
値
上
げ
を
許
さ
な
い
運
動

を
重
ね
て
い
ま
す
。
 不

当
な
値
上
げ
を
許
さ
ず
、安
定
供
給
を
求
め
る
運
動
を
 

不
当
な
値
上
げ
を
許
さ
ず
、安
定
供
給
を
求
め
る
運
動
を
 

”高
止
ま
り
“の
原
油
価
格
 

そ
の
要
因
は
複
雑
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■原油の国別生産量 

■集約が進んだ石油元売会社 
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■ニューヨーク原油先物の値動き 
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最
近
は
政
情
不
安
が
落
ち
着
き
を
見

せ
て
い
る
も
の
の
、
世
界
の
石
油
事
情

は
中
東
へ
の
依
存
度
が
増
す
中
で
、
原

油
市
場
は
産
油
地
域
の
情
勢
に
過
敏
に

反
応
し
て
い
ま
す
。（
左
図
参
照
）
 

 
 

3  

儲
け
を
狙
う
投
機
家
の
動
き
 

　
世
界
の
原
油
需
要
は
日
量
約
8
千
数

百
バ
ー
レ
ル
で
す
が
、
世
界
の
原
油
先

物
市
場
で
日
々
、
そ
の
何
倍
も
の
取
り

引
き
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
投
機

の
存
在
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
世
界
の
年
金
基
金
が
原
油
市
場
に

大
量
に
流
入
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
 

　
も
と
も
と
、
需
給
関
係
で
説
明
が
つ

く
原
油
価
格
は
、
45
〜
50
㌦
／
バ
ー
レ

ル
と
い
う
の
が
世
界
的
な
常
識
と
い
わ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
超
え
る
異
常
高
値

は
、
明
ら
か
に
最
大
利
潤
を
求
め
る
国

際
投
機
集
団
の
先
物
取
引
商
法
の
結
果

と
い
え
ま
す
。
 

　
原
油
へ
の
投
機
が
野
放
し
に
さ
れ
て

い
て
は
、
原
油
高
へ
の
対
策
も
実
効
性

が
限
ら
れ
ま
す
。
 

    　
1
9
9
9
年
4
月
、
日
本
石
油
と
三

菱
石
油
が
合
併
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

日
本
の
石
油
業
界
は
4
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。（
左
図
参
照
）
 

　
少
数
の
会
社
が
市
場
を
独
占
す
る
と
、

価
格
競
争
が
起
き
に
く
く
な
り
、
売
る

側
の
思
う
が
ま
ま
の
価
格
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

　
昨
年
、
石
油
元
売
会
社
は
、
秋
口
の

暖
冬
予
想
を
口
実
に
、
11
月
に
は
灯
油

の
生
産
調
整
（
在
庫
削
減
）
を
強
め
、

市
中
の
灯
油
流
通
量
を
タ
イ
ト
化
し
、

12
月
以
降
の
豪
雪
・
寒
波
に
入
っ
て
か

ら
は
、
系
列
業
者
へ
の
出
荷
を
抑
え
な

が
ら
高
騰
す
る
「
業
転
市
場
」
に
流
し

て
大
儲
け
し
、
今
度
は
そ
れ
を
買
い
戻

し
、
そ
の
高
騰
し
た
業
転
玉
（
系
列
外

流
通
し
て
い
る
石
油
製
品
）
を
含
め
た

高
価
格
品
を
系
列
業
者
に
押
し
付
け
る

な
ど
、
価
格
の
吊
り
上
げ
を
は
か
り
ま

し
た
。
 

　
石
油
製
品
は「
連
産
品
」（
P
5
※
1
）

で
あ
り
な
が
ら
、
灯
油
価
格
の
み
大
幅

に
引
き
上
げ
（
独
歩
高
）、消
費
者
に
押

し
付
け
て
き
ま
し
た
。
 

    　
か
つ
て
は
、
石
油
元
売
会
社
の
生
産

量
の
調
整
に
対
し
て
、
安
定
的
な
供
給

を
す
る
よ
う
行
政
か
ら
の
指
導
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
府
は
1
 

9
9
6
年
3
月
に
特
石
法
（
特
定
石
油

輸
入
暫
定
措
置
法
）
を
廃
止
し
、
自
由

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
1
9
9
7
年

6
月
に
は
石
油
流
通
に
お
け
る
「
行
政

不
介
入
」
を
旨
と
す
る
報
告
書
を
ま
と

め
た
こ
と
か
ら
、
規
制
緩
和
が
一
層
進

み
、
石
油
製
品
価
格
が
高
騰
す
る
な
ど
、

私
た
ち
の
家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
消
費
者
へ
の
負
担
を

強
い
る
一
方
で
、
政
府
は
毎
年
石
油
産

業
に
膨
大
な
税
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
お
り
、

石
油
元
売
会
社
は
国
民
の
立
場
に
立
っ
 

寡
占
化
を
強
め
る
 

石
油
元
売
会
社
、 

「
灯
油
」
で
利
益
計
上
を
狙
う
 

市
場
競
争
原
理
主
義
、 

構
造
改
革
の
社
会
的
風
潮
と
 

行
政
不
介
入
の
定
着
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た
安
定
供
給
・
適
正
価
格
を
実
現
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
。
 

    　
日
本
経
済
は
、「
景
気
回
復
」
や
「
上

場
企
業
の
多
く
が
バ
ブ
ル
後
最
高
益
に

な
っ
た
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
県
民
に
は
そ
う
し
た
実
感
は
な
く
、

収
入
が
減
る
一
方
で
、
税
金
や
社
会
保

障
な
ど
負
担
が
増
加
し
、
あ
ら
ゆ
る
面

で
格
差
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
 

　
農
林
漁
業
の
衰
退
、
大
手
流
通
業
の

進
出
に
よ
る
中
小
企
業
や
商
店
街
の
冷

え
込
み
な
ど
地
域
経
済
は
低
迷
し
て
い

ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
中
で
、
ガ
ソ
リ
ン・
灯
油
・

軽
油
・
重
油
な
ど
石
油
製
品
価
格
が
上

昇
し
、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
・
航
空
な
ど

運
送
業
や
、
農
漁
民
へ
の
影
響
、
生
活

関
連
資
材
へ
の
価
格
転
嫁
な
ど
、
く
ら

し
と
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
は
深
刻

で
す
。
 

　
と
り
わ
け
、
冬
が
長
く
寒
い
岩
手
に

と
っ
て
、
灯
油
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
生
活
必
需
品
で
あ
り
、
本
格
的
な

冬
を
む
か
え
、
灯
油
負
担
が
さ
ら
に
増

え
る
こ
と
か
ら
、
家
計
の
や
り
く
り
が

ま
す
ま
す
た
い
へ
ん
で
す
。
 

 

    　
私
た
ち
は
、
毎
年
灯
油
の
共
同
購
入

に
参
加
し
、
利
用
す
る
力
を
ま
と
め
て

配
達
効
率
を
高
め
、
コ
ス
ト
を
下
げ
安

さ
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済

が
厳
し
い
こ
と
か
ら
中
小
小
売
店
を
配

慮
し
た
「
暫
定
価
格
」（
P
5
※
2
）
の

設
定
、
石
油
製
品
と
り
わ
け
灯
油
を
め

ぐ
る
情
勢
や
し
く
み
の
学
習
、
価
格
調

査
な
ど
に
取
り
組
み
、
適
正
な
価
格
と

安
定
供
給
を
求
め
る
運
動
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
生
協
の
灯
油

共
同
購
入
利
用
組
合
員
は
県
内
世
帯
の

15
％
弱
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
運
動
を
強
め
、
量
の
結
集
に

よ
り
適
正
な
価
格
と
安
定
的
な
供
給
を

求
め
て
い
く
こ
と
が
、
組
合
員
の
く
ら

し
に
と
っ
て
も
事
業
経
営
を
す
す
め
る

上
で
も
不
可
欠
で
す
。
 

　
あ
ら
た
め
て
「
な
ぜ
灯
油
運
動
に
取

り
組
む
の
か
」
、つ
ま
り
灯
油
価
格
が
単

に
「
高
い
と
か
・
安
い
と
か
」
に
右
往

左
往
す
る
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の

覇
権
的
な
世
界
の
支
配
状
況
や
、「
規
制

緩
和
・
構
造
改
革
」「
弱
肉
強
食
・
格
差

拡
大
」
と
い
う
社
会
情
勢
の
本
質
を
学

び
、
多
く
の
組
合
員
・
県
民
に
知
ら
せ
、

消
費
者
の
権
利
と
し
て
、「
儲
か
る
こ
と

◎
お
ま
か
せ
給
油
 

１
㍑
82
円（
１８
㍑
１，
4
7
6
円
） 

◎
電
話
注
文
 

１
㍑
82
・
5
円（
１８
㍑
1，
4
8
5
円
） 

※
1
回
の
給
油
が
1
4
0
㍑
以
上
給
油
の
場
合
 

は
、
そ
れ
ぞ
れ
1
㍑
あ
た
り
0
・
5
円
引
き
 

今
冬
の
価
格
 

来
年
3
月
20
日
ま
で
の
配
達
価
格
 

（
暫
定
価
格
・
税
込
） 

組合員・常勤者80名が参加。今冬の灯油情勢
を学び、運動課題を共有化しました。 

9／20、10／16に開催。灯油情勢と価格について協議 
代表6名が県庁を訪問し、生活弱者への対策や、便乗値上げ
の調査・監視強化などを要請 

地
域
経
済
・
組
合
員
の
 

く
ら
し
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
…
 

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
学
習
し
、 

灯
油
の
共
同
購
入
を
 

も
っ
と
広
げ
よ
う
 

《
考
え
方
》
 

　
こ
れ
ま
で
の
急
騰
を
続
け
て
き
た
原
油
価

格
が
「
高
値
」
と
は
言
え
、1
バ
ー
レ
ル
60
ド

ル
を
切
り
一
定
の
落
ち
着
き
を
み
せ
て
い
る
こ

と
、ま
た
、国
内
在
庫
も
昨
年
を
早
い
ペ
ー
ス

で
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、来
年
3
月
ま
で

の「
暫
定
価
格
」
を
決
め
ま
し
た
。
 

　
現
時
点
で
は
、暫
定
価
格
は
や
や
高
い
感

が
あ
っ
て
も
、春
に
は
還
元
を
実
現
す
る
価
格

と
し
て
設
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、組
合

員
に
よ
る
利
用
結
集
と
要
請
行
動
な
ど
、県

民
的
な
運
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。
 

 《
今
年
度
の
取
り
組
み
》
 

●
9
月
5
日
学
習
会
 

         

●
岩
手
県
へ
の
要
請
行
動
 

               ●
灯
油
委
員
会
 

               　
今
後
も
、元
売
へ
の
要
請
や
行
政
へ
の
要
請

行
動
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
、「
安
定
し
た

供
給
」
責
任
を
果
た
さ
せ
る
こ
と
、不
当
な
価

格
吊
り
上
げ
を
監
視
し
「
高
値
安
定
」
を
引

き
下
げ
る
運
動
を
強
化
し
ま
す
。
 



90

85

80

75

65

60

60

55

50
10月 
2004年度 
 

12月 11月 2月 3月 1月 10月 
2005年度 
 

※1リットルあたり、 
　生協はおまかせ給油価格 

12月 

生協 

県平均 

2月 3月 11月 1月 

55.7

51

57.2

57

58.8

5757

57.2

57

58.6 58.5

5858

58.8 58.8

5757

69

71.1 71.3

7171

71.6 77.5

78.6

83.8

82.1

82.5

71.6

70.5 70.5

77.5

78.6

83.8

82.1

82.5

58.6 58.5 58.8

■県平均価格との比較 

原油 

加熱炉 

350°C以上 

石油蒸気 

240～350°C

170～250°C

35～180°C
LPガス 

ガソリン・ナフサなど 

灯油・ジェット燃料油 

重油・アスファルト 

軽　油 

石油ガス留分 

灯油留分 

軽油留分 

残　油 

ガソリン・ナフサ留分 

5

で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
」
と
い
う
社
会
状

況
を
変
え
る
行
動
す
る
人
を
増
や
す
こ

と
が
必
要
で
す
。
 

　
ま
た
、
石
油
元
売
会
社
、
行
政
（
岩

手
県
・
経
済
産
業
省
・
公
正
取
引
委
員

会
）
な
ど
に
対
し
て
、
主
権
者
と
し
て
、

経
済
的
・
社
会
的
弱
者
と
し
て
、
適
正

価
格
で
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
求

め
る
取
り
組
み
も
重
要
で
す
。
 

①
灯
油
は
連
産
品
（
※
1
）
 

　
石
油
製
品
は
、
生
産
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら

「
連
産
品
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
原
油
に
熱

を
加
え
て
発
揮
し
た
順
に
分
類
し
て
取
り

出
し
て
作
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
が

で
き
る
割
合
（
得
率
）
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ

り
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
を
単
品
で
生
産
し

た
り
、
極
端
に
多
く
生
産
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
 

②
買
い
手
の
力
で
価
格
が
決
ま
る
 

　
前
述
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
か
ら
考
え
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
石
油
製
品
は
生
産
原
価
は
同

じ
な
の
で
、
販
売
さ
れ
る
価
格
も
同
じ
で

い
い
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
実
際
は
売
り

手
と
買
い
手
の
力
関
係
で
価
格
が
決
ま
る

の
で
、
重
油
や
ナ
フ
サ
を
買
う
大
企
業
に

は
安
く
売
り
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
は
消
費

者
が
バ
ラ
バ
ラ
で
買
う
の
で
高
く
し
て
い

ま
す
。
 

 ③
「
生
協
は
灯
油
の
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
」
 

　
県
内
の
灯
油
販
売
業
者
は
、
生
協
の
価

格
を
見
て
い
く
ら
に
す
る
か
決
め
て
い
ま

す
。
生
協
が
適
正
な
価
格
で
灯
油
供
給
す

る
こ
と
が
、
不
当
な
値
上
げ
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
も
な
り
、

ま
た
、
地
域
経
済
に
も
配
慮
し
行
き
過
ぎ

た
価
格
競
争
を
起
こ
さ
な
い
役
割
も
あ
り

ま
す
（
詳
し
く
は
④
（3）
参
照
）。
 

 ④
な
ぜ
暫
定
価
格
に
す
る
の
?
（
※
2
）
 

 ○
暫
定
価
格
と
は
＝
正
式
に
価
格
を
決
定
せ
ず
、し

ば
ら
く
そ
れ
と
定
め
る
価
格
。
年
度
末
に
利
用
の

ま
と
ま
り
・
仕
切
り
・
コ
ス
ト
な
ど
を
も
と
に
決
算

見
通
し
を
た
て
「
決
定
価
格
」
を
決
め
、そ
の
差
額

を
還
元
し
ま
す
。
 

（1）
冬
の
暖
房
費
の
見
通
し
を
も
っ
て
 

　
計
画
的
に
購
入
で
き
る
 

　
こ
こ
数
年
の
灯
油
急
騰
か
ら
「
高
値
安

定
の
価
格
」
に
な
っ
て
お
り
、
組
合
員
、消

費
者
の
家
計
の
負
担
は
重
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
昨
年
よ
り
も
更
に
1
缶
2
0
 

0
円
近
い
値
上
が
り
で
、
厳
し
い
寒
さ
の

岩
手
で
は
冬
の
家
計
を
直
撃
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
暫
定
価
格
に
見
通
し
を
立

て
な
が
ら
計
画
的
な
購
入
が
で
き
ま
す
。
 

（2）
値
上
が
り
を
抑
え
る
 

　
シ
ー
ズ
ン
通
し
た
価
格
を
出
す
こ
と
で
、

不
当
な
値
上
が
り
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

（3）
地
域
の
灯
油
取
り
扱
い
店
へ
の
配
慮
 

　
今
日
の
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
販
売
は
、
元

売
一
人
が
儲
け
、
中
間
の
業
者
や
小
売
は

激
し
い
価
格
競
争
に
追
い
込
ま
れ
て
厳
し

い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。
地
域
の
灯
油
配
達
を
支
え
、
地
域
経

済
へ
の
影
響
も
大
き
い
県
内
の
灯
油
扱
い

店
の
経
営
に
も
配
慮
し
、
ギ
リ
ギ
リ
の
決

定
価
格
で
は
な
く
、
一
定
幅
の
あ
る
「
暫

定
価
格
」
を
設
定
し
、
行
き
過
ぎ
た
価
格

競
争
を
起
こ
さ
な
い
役
割
も
あ
り
ま
す
。
 

結局お得！生協の灯油 
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記
念
事
業
の
お
知
ら
せ 

　（
財
）日
本
総
合
研
究
所
会
長
の
寺
島

実
郎
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
線
で
ご
活
躍
さ
れ

た
経
験
や
、
世
界
を
走
り
回
り
な
が
ら

思
考
し
て
い
る
、世
界
の
流
れ
・
日
本
の

ゆ
く
え
な
ど
を
お
話
し
て
下
さ
い
ま
す
。
 

 ○
日
時
 

　
2
0
0
6
年
12
月
15
日（
金
） 

　
13
時
30
分
〜
16
時
 

○
会
場
 

　
岩
手
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル
 

 ※
事
前
の
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

   ○
岩
手
県
の
生
協
運
動
の
あ
ゆ
み
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
生
協
の
果
た
す

社
会
的
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
を
目

指
す
岩
手
の
生
協
運
動
の
路
線
を
あ

ら
た
め
て
確
認
し
、
さ
ら
な
る
発
展

を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
に
、”岩
手
の

生
協
“
を
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
 

○
新
し
い
時
代
に
お
け
る
協
同
組
合
運

動
の
必
要
性
や
、
生
協
を
改
め
て
協

同
組
合
運
動
と
し
て
と
ら
え
直
す
た

め
に
、
そ
れ
に
役
立
つ
資
料
と
し
て

発
行
し
ま
す
。
12
月
中
旬
完
成
予
定
。
 

   ○
岩
手
の
く
ら
し
・
地
域
の
実
態
か
ら
、

生
協
運
動
の
役
割
・
可
能
性
に
つ
い

て
考
え
、
07
年
度
の
運
動
と
事
業
・

経
営
に
役
立
て
ま
す
。
 

○
日
時
 

　
2
0
0
7
年
1
月
9
日（
火
） 

　
10
時
30
分
〜
16
時
 

○
会
場
 

　
岩
手
県
水
産
会
館
　
5
階
 

　
大
会
議
室
（
盛
岡
市
内
丸
）
 

○
内
容
（
予
定
含
む
）
 

1
）問
題
提
起（
各
30
分
） 

　
①
「
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
現
状
と
問

　
題
点
・
課
題
」
 

　
②
「
新
農
政
」
展
開
状
況
と
農
林
漁

　
業
の
現
状
 

　
③
子
ど
も
を
め
ぐ
る
現
状
と
教
育
基

　
本
法
改
悪
に
よ
る
変
化
予
測
 

　
④
流
通
業
を
め
ぐ
る
現
状
と
生
協
の

　
課
題
 

2
）講
演（
50
分
） 

　
「
生
協
運
動
は
い
ま
、
ど
こ
へ
い
く

の
か
　
〜
そ
の
コ
ア
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

考
え
る
」
 

弘
前
大
学
教
授
　
神
田
健
策
さ
ん
 

3
）パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
90
分
） 

　
岩
手
県
生
協
連
は
1
9
6
6
年
設
立
以
来
、県
内
の
15
の
生
協
と
農
協
･
漁
協
な
ど
17

団
体
と
と
も
に
、消
費
者（
組
合
員
）の
く
ら
し
と
地
域
社
会
を
守
る
運
動
に
取
り
組
み
、今

年
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
、こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

皆
さ
ま
に
お
礼
を
兼
ね
て
、以
下
の
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。 

　
今
後
と
も
、行
政
、諸
団
体
、全
国
の
生
協
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
に
、平
和
、食
品
の
安

全
の
強
化
、消
費
者
問
題
な
ど
、誰
も
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
「
協
同
の
あ
る
ま
ち
・
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
を
創
造
す
る
た
め
、生
活
者
組
織
と
し
て
の
社
会
的
役
割
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

ご
支
援
･
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

参加 
無料 

（財）日本総合研究所会長 寺島 実郎さん 

サンデーモーニング、 
報道ステーション等でおなじみ 

【プロフィール】 
●1947年北海道生まれ。早稲田大学大学院政治学研究科修士課程終了後、
三井物産株式会社に入社。現在、（財）日本総合研究所会長、（株）三井物産戦略
研究所所長、三井物産株式会社常務執行役員、早稲田大学アジア太平洋研究セ
ンター客員教授。 
●著書に、「われら戦後世代の『坂の上の雲』」「脳力のレッスン」など多数 

～くらし・地域・平和のゆくえ～ 

「世界潮流と日本の進路」 

会員生協 
の紹介 

さまざまな 
とりくみ 

「協同組合とは」 
岩手の生協が 
めざすもの 



● 

■11月3日岩手日報朝刊　見開き2面 

　この取り組みは、「平和憲法・9条をまもる岩手の会」が推進する「平和憲法・9条をまもる

県民過半数署名運動」のひとつです。署名は現在約23万筆が寄せられており、来年春までに

目標の60万筆の達成にむけて、今後も訪問署名活動や学習会等に取り組んでいきます。 
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意
見
広
告
に
6，
3
2
9
人
・
 

2
7
4
団
体
が
参
加
!

岩
手
県
生
協
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
 

　
「
平
和
憲
法
・
9
条
を
ま
も
る
岩
手

の
会
」（
事
務
局 : 
県
生
協
連
・
県
消
団

連
）
が
県
民
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け

て
取
り
組
ん
だ
「
新
聞
意
見
広
告
」
は
、

6，
3
2
9
人
・
2
7
4
団
体
（
11
／

14
現
在
）
の
方
々
か
ら
ご
賛
同
と
募
金

を
頂
き
、
11
月
3
日
（
憲
法
公
布
60
周

年
の
日
）
岩
手
日
報
朝
刊
へ
の
掲
載
が

実
現
！
2
面
全
面
で
、「
戦
争
は
イ
ヤ
！

平
和
を
守
り
た
い
！
」
の
思
い
が
大
き

く
広
が
り
ま
し
た
。
 

　
生
協
連
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
で
開

示
情
報
を
充
実
、
活
動
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
伝
え
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
構
成

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
訪
れ
る
多
く
の
方

に
生
協
へ
の
理
解
と
支
持
を
広
げ
、「
生

協
の
今
」
を
伝
え
る
構
成
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
 

県内各地からハガキ
に貼った署名が続々
と寄せられています 

この紙面は今後も学
習素材として活用し
ていきます 

見開きの右側は戦争の歴史と実
態、左側は現在の情勢とこの運
動への参加をよびかけています 

〈
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
特
徴
〉 

■http://kenren.jccu.coop/iwate/

○
「
県
生
協
連
に
つ
い
て
」
に
、役
員
・
事
務
局
体

制
・
審
議
会
へ
の
参
加
状
況
・
年
間
日
程
な
ど
を

掲
載
。
 
 

 ○
「
県
生
協
連
の
目
指
す
も
の
」
に
、中
期
計
画
と

し
て
2
0
0
9
年
ま
で
の
目
標
と
課
題
、活
動
方

針
、連
合
会
の
役
割
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
掲
載
。
 

 ○
「
会
員
生
協
の
概
要
」

に
は
、
県
内
の
生
協
の

現
況
（
組
合
員
・
出
資

金
・
事
業
高
な
ど
）
を

掲
載
。
 
 

 ○
「
平
和
憲
法
・
9
条

を
ま
も
る
岩
手
の
会
」

の
ニ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
、

全
国
・
県
内
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
を
伝
え
る

構
成
に
し
ま
し
た
。
 

 ○
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
っ
て
の

感
想
・
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の

更
新
や
改
善
に
反
映

さ
せ
て
い
き
ま
す
。
 



〈
参
加
者
の
感
想
か
ら
〉
 

岩手県生協連トピックス 

今
年
は
北
上
で
 

「
地
産
地
消
ま
つ
り
」
 

「
協
同
組
合
」
と
は
を
学
び
、 

自
分
の
仕
事
を
ふ
り
か
え
る
 

生
協
学
校
 

    　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
･
市
場
競
争
至
上
主
義
の

も
と
で
、
組
合
員
の
く
ら
し
・
地
域
・
平
和
・

事
業
経
営
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
状
況
と
生
協
の
役
割

を
し
っ
か
り
と
と
ら
え
、
生
協
の
常
勤
者
と

し
て
危
機
意
識
を
も
っ
て
立
ち
向
か
う
こ
と

が
で
き
る
、「
基
礎
的
な
力
を
つ
け
て
い
く
」

こ
と
を
め
ざ
し
、
今
年
度
の
「
生
協
学
校
」

を
開
催
し
ま
し
た
（
10
月
13
日
〜
14
日
、
南

部
富
士
見
ハ
イ
ツ
に
て
、
6
生
協
か
ら
18
名

参
加
）。
 

　
学
習
1
「
協
同
組
合
と
は
 
〜
生
協
の
誕

生
と
歴
史
・
運
営
原
則
〜
」（
山
形
大
学
名
誉

教
授 

大
高 

全
洋
さ
ん
）、学
習
2
「
く
ら
し
・

地
域
・
平
和
・
経
営
の
4
つ
の
危
機
と
生
協

常
勤
者
の
役
割
」（
岩
手
県
生
協
連 

加
藤 

善

正 

会
長
理
事
）、学
習
3
「
私
と
医
療
生
協
」

（
盛
岡
医
療
生
協 

副
理
事
長 

遠
藤 

寿
美
子

さ
ん
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
を
受
け
、
参
加

者
同
士
が
「
何
を
学
ん
だ
か
」「
自
分
自
身

は
今
後
ど
う
し
よ
う
と
思
っ
た
か
」
と
出
し

合
い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
掘
り
下
げ
・
意
見

交
流
を
行
い
ま
し
た
。
 

                      

    　
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
々
が
同
じ
立
場
で「
地

産
地
消
ま
つ
り
」
の
企
画
を
、
み
ん
な
で
・

楽
し
く
・
工
夫
し
て
行
い
、
そ
れ
を
通
し
て

地
産
地
消
の
推
進
と
新
し
い
地
域
お
こ
し
の

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
、

今
年
は
北
上
市
・
コ
ー
プ
花
北
オ
リ
ザ
で
10

月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）「
地
産
地
消
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
（
主
催:

同
実
行
委
員
会
）。
 

　
北
上
産
・
岩
手
県
産
の
農
林
漁
業
の
物
産

を
紹
介
し
よ
う
と
、
生
協
・
農
協
・
漁
業
・

森
林
組
合
の
各
協
同
組
合
や
参
加
団
体
が
工

夫
し
て
出
店
し
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
2
日

間
で
6，
0
0
0
人
の
地
域
住
民
が
参
加
し

ま
し
た
。
 

             

    　
県
内
4
つ
の
市
役
所
生
協
が
、
改
め
て
組

合
員
自
身
の
生
協
と
し
て
「
組
合
員
の
ニ
ー

ズ
と
願
い
」
に
応
え
る
生
協
の
事
業
経
営
に

つ
い
て
考
え
あ
う
「
市
役
所
生
協
交
流
会（
年

1
回
）」
を
、今
年
度
は
10
月
28
日（
土
）、大
船

渡
市
役
所
生
協
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
17
名
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

協
の
概
況
報
告
と
交
流
。
そ
の
後
、
役
員
グ

ル
ー
プ
で
は
「
生
協
に
お
け
る
役
員
の
役
割
」
、

職
員
グ
ル
ー
プ
で
は
「
店
舗
づ
く
り
の
基
本
・

ノ
ウ
ハ
ウ
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、「
厳
し
い

事
業
内
容
で
は
あ
る
が
、
生
協
が
職
場
や
地

域
で
果
た
す
役
割
を
今
こ
そ
発
揮
す
べ
き
で

あ
る
。
」
な
ど
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
役
所
生
協
交
流
会
を
開
催
 

○
協
同
し
て
い
く
大
切
さ
を
あ
ら
た
め

て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
、
あ
ら
た
な
自
分
と
の
出

会
い
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
と

の
か
か
わ
り
を
増
や
し
た
い
。
協
同
の

歴
史
を
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
 

○
「
雷
鳴
よ
り
稲
妻
が
先
立
つ
よ
う
に
、

思
想
が
な
け
れ
ば
実
践
は
な
い
」
と
い

う
言
葉
の
よ
う
に
、
私
も
思
想
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
確
固
た
る
信
念
を
持
っ

て
仕
事
を
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
実
務

と
理
想
、
両
方
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

○
最
近
は
日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
て
目

先
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
短
い
間
だ
っ
た
が
協
同
組
合
と
は

何
か
、
生
協
と
は
何
か
を
改
め
て
考
え

る
時
間
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は

大
変
良
か
っ
た
。
 


